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この取扱説明書は、グリーン目砂散布機の取扱方法と使用上の注意事項について記載してあり

ます。 

ご使用の前には、必ずこの取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取り扱い頂き、最良

の状態でご使用ください。 

・ お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 

・ 製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡し下さい。 

・ なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。その際には、本書内

容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合がありますので、ご了承下さい。 

・ ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきましたお店、またはお近くの

特約店・販売店にご相談下さい。 

・ 通常のご使用で、万一故障・破損等が発生した場合は、その状態のまま販売店にご相談ください。お

客様で分解等をなされた場合、保証期間内であっても保証ができない場合があります。 

  

  

  警警告告    
    

  危危険険  
    

  注注意意  

  
・・  ここのの取取扱扱説説明明書書ににはは安安全全にに作作業業ししてていいたただだくくたためめにに、、安安全全上上ののポポイインントト「「安安全全にに作作業業すするるたためめにに」」  

  をを記記載載ししててあありりまますす。。使使用用前前にに必必ずずおお読読みみ下下ささいい。。  

・・  ここのの取取扱扱説説明明書書をを紛紛失失ままたたはは損損傷傷さされれたた場場合合はは、、速速ややかかにに当当社社のの販販売売店店ににごご注注文文下下ささいい。。  

  

  

  

グリーン目砂散布機をお買い上げ

頂き、ありがとうございます。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うこ

とになるものを示します。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危

険性があるものを示します。 

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのある

ものを示します。 
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１１．．  安安全全にに作作業業すするるたためめにに  

ここここでで記記載載さされれてていいるる注注意意事事項項をを守守ららなないいとと、、死死亡亡をを含含むむ傷傷害害やや事事故故、、機機械械のの破破損損がが生生じじるる恐恐れれががあありりまま

すす。。  

・・  一一般般的的なな注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

警告 排ガスには充分に注意する 
締め切った屋内などではエンジンを始動しないで下さい。エンジンは、風通しのよい屋外で始動して

下さい。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして下さい。 

【守らないと】 

排ガスによる中毒を起こし、死亡事故に至る恐れがあります。 

警告 こんな時は運転しない 
・過労・病気、薬物の影響、その他の理由により作業に集中できないとき 

・酒を飲んでいるとき 
・妊娠しているとき 
・１８歳未満の人 

警告 作業に適した服装をする 
はち巻き、首巻き、腰タオルは禁止です。滑り止めの付いた靴を着用し、作業に適した防護具などを

付け、だぶつきの無い服装をして下さい。 

【守らないと】 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒する恐れがあります。 

警告 機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する 
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指導して下さい。 

 

【守らないと】 

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねく恐れがあります。 

警告 運転者以外に人を乗せない 
乗用目砂散布機ＭＴＳ－４00Ｔの乗車定員は１名です。運転者以外の人を乗せないで下さい。 

 

【守らないと】 

思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 
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・・  作作業業前前後後のの確確認認時時、、格格納納時時のの注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注意 マフラの高温に注意 
運転中およびエンジン停止直後の、マフラは高温ですので、触れないで下さい。 

 

【守らないと】 

やけどをする恐れがあります。 

 

注意 機械の改造禁止 
純正部品や指定以外のアタッチメントを取り付けないで下さい。 

改造をしないで下さい。 

【守らないと】 

事故、ケガ、機械の故障をまねく恐れがあります。 

注意 点検・整備をおこなう 
機械を使う前と後には必ず点検・整備をして下さい。特に、ハンドル・ブレーキ・レバーなどの操縦

装置及び車輪などの走行装置は、確実に作動するように点検・整備して下さい。 

【守らないと】 

事故、ケガ、機械の故障をまねく恐れがあります。 

警告 注油、給油はエンジンが冷めてからおこなう 
エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油、給油しないで下さい。 

 

【守らないと】 

燃料などに引火して、火災をおこす恐れがあります。 

警告 燃料補給時は火気厳禁 
燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないで下さい。 

 

【守らないと】 

燃料などに引火して、火災をおこす恐れがあります。 
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警告 バッテリー点検時は火気厳禁 
バッテリーの点検・充電時は火気厳禁です。 

 

【守らないと】 

バッテリーに引火、爆発して火傷などを引きおこす恐れがあります。 

警告 バッテリー液は体に付けないようにする 
バッテリー液を身体や服に付けないようにして下さい。万一付着したときはすぐに水で洗い流して下

さい。 

【守らないと】 

火傷したり、服が破れる恐れがあります。 

警告 燃料漏れに注意 
燃料パイプが破損していると、燃料漏れを起こしますので必ず点検して下さい。 

 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 燃料ｷｬｯﾌﾟをしめ、こぼれた燃料はふき取る 
燃料を補給したときは、燃料ｷｬｯﾌﾟを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいに拭き取って下さい。 

 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 点検整備は平坦で安定した場所でおこなう 
機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、前輪には車止めをして点検整備をして下さ

い。 

【守らないと】 

機械が転倒すると、思わぬ事故をまねく恐れがあります。 
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警告 マフラ・エンジン回りのゴミは取り除く 
マフラやエンジン周辺部に、刈り草・ゴミ・燃料などが付着していないか、毎日作業前に点検して下

さい。 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 電気部品・コードを必ず点検 
配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみが無いかを毎日作業前に

点検して下さい。 

【守らないと】 

ショートして、火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 ブレーキ・ハンドルの点検を必ずおこなう 
ブレーキの効きが悪かったり、片効きが無いように、またハンドルに著しいガタや遊びが無いように、

点検して下さい。 

【守らないと】 

事故を引き起こす恐れがあります。 

注意 ﾊﾞｯﾃリ-の取付取り外しは正しい手順でおこなう 
バッテリーを取り付けるときは＋側を先に付け、取り外すときは－側から取り外します。 

 

【守らないと】 

ショートして、火傷や火災事故を引き起こす恐れがあります。 

注意 点検整備中はエンジン停止 
点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを停止して下さい。 

 

【守らないと】 

機械の下敷きになるなど、傷害事故を引き起こす恐れがあります。 
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・・  作作業業機機にに関関すするる注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注意 カバー類は必ず取り付ける 
点検・整備などで取り外したカバー類は必ず取り付けて下さい。 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

注意 点検整備は過熱部分が充分冷めてからおこなう 
マフラはエンジンなどの過熱部分が充分に冷めてから点検整備をして下さい。 

 

【守らないと】 

火傷をする恐れがあります。 

注意 目的に合った工具を正しく使用する 
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を正しく使用して下さい。また点検

に必要な工具は目砂散布機に常備しておいて下さい。 

【守らないと】 

整備不良で事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 機械の下にもぐったり、足を入れない 
目砂散布機下にもぐったり、足を踏み込んだりしないで下さい。 

 

【守らないと】 

傷害事故を負う恐れがあります。 

警告 強度・長さ・幅の充分あるあゆみ板を使う 
積み込み、積み降ろしをするときは、平坦で安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動かないよ

うにサイドブレーキを掛け車止めをして下さい。使用するあゆみ板は幅・長さ・強度が十分にあり、

スリップのしないものを選んで下さい。 

【守らないと】 

転落事故を引き起こす恐れがあります。 
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警告 登るときは後退、降りるときは前進でおこなう 
トラックに積み込む時は後退で、降りるときは前進でおこなって下さい。 

 

【守らないと】 

バランスを崩し、転落事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 ロープでトラックに確実に固定する 
トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分にあるロープでトラックに固定

させて下さい。 

【守らないと】 

荷台から目砂散布機が転落して事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 急な発進、停止、旋回やｽﾋﾟｰﾄﾞ出しすぎ禁止 
発進・停止はゆっくりとおこなって下さい。旋回をするときは、十分スピードを落として下さい。ま

た、凹凸地、傾斜地では、充分速度を落として下さい。 

【守らないと】 

転倒・転落事故や、機械の破損をおこす恐れがあります。 

注意 傾斜地では、惰性運転はしない 
傾斜地での走行は十分注意して行なって下さい。惰性運転などはしないで下さい。 

 

【守らないと】 

転倒・転落事故や、機械の破損を起こす恐れがあります。 

注意 暖機運転中は駐車ブレーキを掛ける 
 

【守らないと】 

目砂散布機が自然に動き出し、事故を引き起こす恐れがあります。 
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・・  作作業業時時のの注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

警告 機械から離れる時は平坦地に置きｴﾝｼﾞﾝを止める 
機械から離れるときは、平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車

止めをして下さい。 

【守らないと】 

目砂散布機が動き出し、事故を起こす恐れがあります。 

警告 異状な振動が出たら、直ちに点検･修理を行う 
異状な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて、修理して下さい。 

 

【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障を起こす恐れがあります。 

警告 急旋回しない 
急旋回しないで下さい。また旋回するときは、十分に速度を落として下さい。 

 

【守らないと】 

３輪なので、横転事故の恐れがあります。 

注意 一般道走行禁止 
本機は型式認定を受けておりませんので一般道路の走行はできません。 

 

【守らないと】 

道路交通法違反により罰せられる事があります。 

警告 急な傾斜地では運転はしない 
傾斜角度が１０度以上の場所では絶対に作業を行わないで下さい。 

 

【守らないと】 

機械が転倒して負傷する恐れがあります。 
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２２．．安安全全名名盤盤のの貼貼りり付付けけ位位置置  

安安全全にに作作業業ををししてていいたただだくくたためめにに安安全全名名盤盤のの貼貼りり付付けけ位位置置をを示示ししたたももののでですす。。  

安安全全名名盤盤はは常常にに汚汚れれやや破破損損ののなないいよよううにに保保ちち、、破破損損・・紛紛失失ししたた場場合合はは、、新新ししいいももののにに貼貼りり直直ししてて下下ささいい。。  
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３３．．新新車車のの取取扱扱  

新新車車のの使使用用時時間間５５００時時間間ままででのの取取扱扱がが大大変変重重要要でですす。。ここのの時時間間以以降降のの目目砂砂散散布布機機のの寿寿命命にに大大ききくく影影響響ししまま

すす。。  

  

((11))  最最初初のの５５００時時間間ままででのの取取扱扱いい  

重重作作業業、、急急発発進進、、急急ブブレレーーキキななどどはは避避けけ、、ななららしし運運転転ををししままししょょうう。。無無理理なな作作業業ををししまますすとと、、磨磨

耗耗をを早早めめまますす。。  

  

((22))  最最初初のの５５００時時間間目目のの手手入入れれ  

    エエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししてて下下ささいい。。ままたた、、チチェェーーンンのの張張りり具具合合もも点点検検ししてて、、調調整整ししてて下下ささいい。。詳詳

細細はは定定期期のの点点検検・・調調整整のの項項ををごご参参照照下下ささいい。。  

  

((33))  作作業業すするる前前にに  

アアイイドドリリンンググ((無無負負荷荷、、低低速速回回転転))でで暖暖気気運運転転をを５５分分間間行行いいままししょょうう。。  

  

((44))  製製造造番番号号をを控控ええてて下下ささいい。。  

製製造造番番号号はは部部品品のの注注文文ななどどにに必必要要でですすかからら控控ええてておおききままししょょうう。。  
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４４．．各各装装置置のの取取扱扱いい  

44--11  運運転転席席部部    （（１１））アアククセセルルレレババーー                      （（３３））ススピピナナーー＆＆ベベルルトトレレババーー  

  （（２２））エエンンジジンンキキーー  

  

  

  

  

  

  

  

  

  （（６６））ＬＬＨＨ変変速速レレババーー  

  

  

  

  

            （（４４））チチョョーーククレレババーー  

  （（５５））ブブレレーーキキロロッッククレレババーー  

  

（（１１））アアククセセルルレレババーー  

エエンンジジンンのの回回転転をを調調整整ししまますす。。  

（（２２））エエンンジジンンキキーーススイイッッチチ  

((ＯＯＦＦＦＦ))  中中央央    エエンンジジンンをを切切るる、、ままたたはは切切っってていいるる位位置置  

((ＯＯＮＮ))    右右一一段段  エエンンジジンン回回転転中中のの位位置置  

((ＯＯＮＮ))    右右二二段段  エエンンジジンンをを始始動動すするるととききのの位位置置  

（（３３））ススピピナナーー＆＆ベベルルトトレレババーー  

砂砂をを散散布布すするる時時にに使使用用ししまますす。。ススピピナナーーをを回回転転ささせせててかからら砂砂をを送送っっててくくだだささいい。。  

（（４４））チチョョーーククレレババーー    

エエンンジジンンガガ冷冷ええてていいるる時時にに使使用用ししまますす。。エエンンジジンンがが始始動動すすれればばすすぐぐにに戻戻ししててくくだだささいい。。  

（（５５））ブブレレーーキキロロッッククレレババーー                                  

ブブレレーーキキををロロッッククすするる時時にに使使用用ししまますす。。ブブレレーーキキペペダダルルをを踏踏込込みみロロッッククレレババーーをを前前方方にに倒倒ししててロロッックク

ししまますす。。解解除除すするる時時ははブブレレーーキキペペダダルルををももうう一一度度踏踏込込むむとと解解除除さされれまますす。。  

（（６６））ＬＬＨＨ変変速速レレババーー  

  低低速速走走行行、、高高速速走走行行のの切切りり替替ええををししまますす。。  
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44--22  運運転転席席右右側側  

              （（２２））ベベルルトト変変速速レレババーー      （（３３））速速度度固固定定レレババーー  

  

  

  

  

    （（１１））走走行行ペペダダルル  

  

  

  

  

  

  

      （（４４））ススピピナナーー回回転転調調整整ハハンンドドルル      （（５５））シシャャッッタターーハハンンドドルル  

  

  （（１１））走走行行ペペダダルル  

    前前進進及及びび後後進進すするる時時にに使使用用ししまますす。。ままたた油油圧圧ブブレレーーキキととししてて本本機機をを停停止止すするる時時にに使使用用ししまますす。。  

（（２２））ベベルルトト変変速速レレババーー  

    ココンンベベアアベベルルトトのの回回転転・・停停止止及及びび速速度度をを変変ええるる時時にに使使用用ししまますす。。  

（（３３））速速度度固固定定レレババーー  

    一一定定ののススピピーードドでで、、作作業業ををししたたいい時時にに使使用用ししまますす。。  

（（４４））ススピピナナーー回回転転調調整整ハハンンドドルル  

    通通常常ははハハンンドドルルをを右右((時時計計回回りり))にに回回ししてて閉閉めめ切切りり、、そそここかからら左左((反反時時計計回回りり))にに４４回回転転半半戻戻ししたたとと

こころろがが、、標標準準のの回回転転数数でですす。。  

    但但ししＭＭＡＡＸＸ１１００００００ｒｒｐｐｍｍ回回転転以以上上((４４回回転転以以下下))でで使使用用すするるととモモーータターーがが損損傷傷すするる恐恐れれががあありり

まますすののでで、、回回転転数数をを変変ええなないいでで下下ささいい。。  

（（５５））シシャャッッタターーハハンンドドルル  

    砂砂のの排排出出量量をを調調整整ししまますす。。  

（（６６））アアジジャャススタターー  

    走走行行ペペダダルルのの当当たたりりでですす。。希希望望ののススピピーードドにに  

アアジジャャスストトししてて使使用用ししまますす。。  

  

  

            （（６６））アアジジャャススタターー  
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44--33  本本体体下下部部  

第第３３リリンンククロロッッドド  

    第第３３リリンンククロロッッドドのの長長ささをを調調整整すするる事事にによよっってて                第第３３リリンンククロロッッドド  

    ココンントトロローールルレレババーーのの中中立立状状態態をを調調整整ししまますす。。  

    前前進進ぎぎみみののととききははロロッッドドをを伸伸ばばしし、、後後進進ぎぎみみのの時時  

    ははロロッッドドをを縮縮めめてて下下ささいい。。  

  注注意意（（調調整整ははジジャャッッキキでで３３輪輪とともも浮浮かかせせてて  
      機機体体をを固固定定ししててかからら行行っってて下下ささいい。。））  

                    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

44--44  本本体体後後部部  

  

（（１１））ススピピナナーー角角度度調調整整ハハンンドドルル  

  

  

  

  

（（２２））ロロッッククハハンンドドルル  

  

  

  

  

  

((11))ススピピナナーー角角度度調調整整ハハンンドドルル  

    ススピピナナーーのの撒撒布布角角度度をを変変ええるるここととががででききまますす。。角角度度をを変変ええるるここととにによよっってて砂砂のの撒撒布布幅幅がが変変わわりりまま

すす。。広広くく撒撒くくととききはは上上向向ききににしし、、狭狭めめるるととききはは下下向向ききににししまますす。。  

((22))ロロッッククハハンンドドルル  

撒撒布布すするる角角度度がが決決ままれればば、、ロロッッククハハンンドドルルをを締締めめてて、、確確実実ににロロッッククししてて下下ささいい。。  
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５５．．始始業業点点検検  

５５－－１１  作作業業前前のの点点検検  

  

警告  

  

  

  

  

  

  

警告  

  

  

  

注意  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

安安全全でで快快適適なな作作業業をを行行ううににはは、、本本機機をを使使用用すするる人人がが１１日日１１回回、、作作業業前前のの点点検検をを行行ううよよううににししてて下下ささいい。。

異異状状箇箇所所はは直直ちちにに整整備備しし、、作作業業終終了了後後もも異異状状ががなないいかかををチチェェッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

５５－－２２  前前日日のの異異常常箇箇所所  

前前日日のの作作業業中中にに異異常常をを感感じじたたととこころろががああれればば、、作作業業にに支支障障ががなないいかか点点検検ししてて下下ささいい。。  

  

  

・ 燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は絶対にしないで下さい。 

・ エンジン回転中や、エンジンが熱い時は絶対に注油、給油をしないで下さい。 

・ 燃料を補給した時は、燃料キャップを確実に閉め、こぼれた燃料はきれいに拭き取って下さい。 

・ バッテリー、配線、マフラー及びエンジン周辺部の枯れ草、ゴミや燃料の付着をきれいに取り除い

て下さい。守らないと、火災をおこすおそれがあります。 

・ 点検整備は、交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で車止めをし

た上で行って下さい。 

 

・ 点検整備の修理をするときは、必ずエンジンを停止して下さい。守らないと、機械に巻き込まれて

傷害事故を起こす恐れがあります。 

・ 点検整備をするときは、マフラやエンジンなどの過熱部分が十分に冷めてから行って下さい。 

  守らないと、やけどを負う恐れがあります。 

・ 点検整備などで取り外したカバー類は必ず取り付けて下さい。守らないと、機械に巻き込まれて 

  傷害事故を起こす恐れがあります。 
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５５－－３３  本本機機ののままわわりりのの点点検検  

((11))  各各部部のの変変形形、、損損傷傷、、汚汚れれ、、油油漏漏れれ  

((22))  タタイイヤヤのの空空気気圧圧、、亀亀裂裂、、損損傷傷具具合合  

      タタイイヤヤササイイズズ  空空気気圧圧((kkgg//ccmm))  

前前輪輪  440000--55PPRR((33 連連タタイイヤヤ))  22..00  

      後後輪輪          2200ｘｘ1122..0000--1100              22..00  

  

  

タタイイヤヤのの損損傷傷やや亀亀裂裂ががなないいかか、、極極端端ににすすりり減減っってていいるる箇箇所所ははなないいかかをを点点検検ししてて下下ささいい。。ままたた、、釘釘ががささ

ささっったたりり石石ががかかみみ込込んんだだりりししてていいなないいかか点点検検ししてて下下ささいい。。  

((33))  各各部部ののボボルルトト、、ナナッットトののゆゆるるみみ                                    デディィッッププスステティィッックク  

((44))  車車輪輪取取付付けけナナッットトののゆゆるるみみ  

((55))  ＶＶベベルルトトのの損損傷傷  

  

５５－－４４  エエンンジジンンオオイイルルのの点点検検  

デディィッッププスステティィッッククででオオイイルル量量とと汚汚れれをを  

点点検検ししてて下下ささいい。。ももしし不不具具合合ががああれればば  

注注油油、、交交換換ををししてて下下ささいい。。  

  

  

  

                エエアアククリリーーナナーー                              給給油油栓栓  

５５－－５５  エエアアククリリーーナナーーのの点点検検  

エエアアククリリーーナナーーのの蓋蓋をを開開けけてて、、５５００時時間間毎毎にに点点検検ををししてて下下ささいい。。汚汚れれてていいたたらら、、清清掃掃、、交交換換ををししてて下下ささいい。。  

５５－－６６  ババッッテテリリーーのの点点検検  

目目砂砂散散布布機機ののババッッテテリリーーははエエンンジジンンのの左左ののカカババーーのの下下ににあありりまますす。。  

５５－－７７  燃燃料料のの点点検検  

燃燃料料タタンンククにに透透明明パパイイププがが取取付付けけててあありりまますすののでで、、不不足足ししてていいるる時時ははガガソソリリンンをを入入れれてて下下ささいい。。  

５５－－８８ＢＢＤＤＵＵ油油圧圧可可変変装装置置のの点点検検  

年年にに１１回回程程度度、、ＢＢＤＤＵＵ油油圧圧可可変変装装置置のの  

オオイイルル交交換換ををししてて下下ささいい。。  

（（ＳＳＡＡＥＥ1100ＷＷ－－3300 エエンンジジンンオオイイルル））  

  

                    ＢＢＤＤＵＵ油油圧圧装装置置  
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６６．．作作業業要要領領  

６６－－１１  運運転転要要領領  

  

警告  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注意  

  

  

  

  

  

６６－－２２  一一般般的的なな作作業業手手順順  

((11))  周周囲囲のの安安全全をを確確認認後後、、エエンンジジンン始始動動。。  

((22))  目目的的場場所所ままでで移移動動しし、、砂砂ををホホッッパパーーにに入入れれるる。。  

((33))  シシャャッッタターー開開度度をを調調整整。。  

((44))  走走行行開開始始、、ススピピナナーーをを回回転転ささせせててかかららココンンベベアアベベルルトトをを回回転転ささせせてて下下ささいい。。  

((55))  散散布布作作業業開開始始。。  

((66))  終終了了ははココンンベベアアベベルルトトをを止止めめててかかららススピピナナーーをを停停止止ししてて下下ささいい。。  

作作業業終終了了後後はは、、砂砂・・ホホココリリななどどをを十十分分にに取取りり除除きき、、７７．．定定期期のの点点検検をを参参照照しし点点検検をを行行っっててかからら、、屋屋内内にに保保

管管ししてて下下ささいい。。  

・ 乗車する前に必ず走行車両に付属してある取扱説明書をよく読んでから運転して下さい。守らない

と故障の原因、または傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

・ エンジン始動時は、必ず運転席に座ってレバーの位置の確認、そして周囲の安全を確認して下さい。

守らないと傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

・ 閉め切った室内ではエンジンを始動しないで下さい。エンジンは風通しの良い屋外で始動して下さ

い。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして下さい。守らないと排ガスによる中毒を

起こし、死亡事故を起こす恐れがあります。 

・ 傾斜地では直角方向に登り降りして下さい。(等高線上に走行しないで下さい)また、急発進や急停

止は避けましょう。どうしても傾斜地で方向転換しなければならない時は、低速で行って下さい。

守らないと車体が転倒し傷害事故となる恐れがあります。 

・ 旋回は十分速度を落として行って下さい。 

・ 移動時はホッパーに砂を積んだ状態で傾斜地を走行しないで下さい。 

守らないと車体が転倒し傷害事故となる恐れがあります。 

・ 暖気運転中は駐車ブレーキをかけて下さい。守らないと何らかの原因で車輌が走り出し、事故を起

こす恐れがあります。 

・ 夜間での作業は行わないで下さい。守らないと、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 
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６６－－３３  撒撒布布量量のの調調整整  

((11))ススピピナナーーのの角角度度はは砂砂をを飛飛ばばすす幅幅でで決決定定ししてて下下ささいい。。((使使用用すするる材材にによよっってて微微調調整整がが必必要要))  

  水水平平方方向向にに上上げげるるとと砂砂がが広広ががっってて遠遠くくにに飛飛びび、、下下方方向向にに傾傾けけるるとと狭狭ままっってていいききまますす。。ななおお下下方方向向でで撒撒布布

すするるとと、、砂砂をを芝芝のの根根元元にに叩叩ききつつけけるるよよううにに撒撒布布すするるここととががででききまますす。。  

((22))シシャャッッタターーのの開開度度ははシシリリンンダダーーにに添添付付さされれてていいるる目目盛盛でで撒撒布布量量をを決決めめまますす。。  

  ００～～４４．．５５のの範範囲囲でで調調整整ででききまますす。。  

((33))ベベルルトトをを変変速速レレババーーでで、、ベベルルトトのの搬搬送送速速度度をを変変ええるるここととががででききまますす。。００位位置置はは停停止止でですす。。  

  １１～～４４段段階階のの変変速速ががででききまますす。。  

７７．．定定期期のの点点検検・・調調整整  

  

警告  

  

  

  

注意  

  

  

  

  

  

  

・・登登板板力力がが落落ちちててききたた場場合合はは、、走走行行駆駆動動ＶＶベベルルトトののススリリッッププがが考考ええらられれまますす。。直直ちちににベベルルトトテテンン

シショョンンをを張張っってて調調整整ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・ 点検・整備は、交通の危険がなく本機が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、タイヤに

車止めをして行って下さい。守らないと、転倒などの事故を起こす恐れがあります。 

・ １年ごとに定期点検・整備を受け、各部の保守を行って下さい。守らないと整備不良による事故や

機械の故障をまねく恐れがあります。 

・ 点検、整備、修理をするときは、必ずエンジンを停止して下さい。 

・ 点検、整備等で取り外したカバー類は必ず取り付けて下さい。守らないと機械に巻き込まれて傷害

事故を起こす恐れがあります。 
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７７－－１１  エエンンジジンンオオイイルルのの点点検検・・交交換換  

危険  

  

  

注意  

  

  

((11))  エエンンジジンンオオイイルルのの交交換換  

    エエンンジジンンオオイイルルはは最最初初のの５５００時時間間目目、、以以後後はは１１００００時時間間毎毎ににオオイイルルをを交交換換ししてて下下ささいい。。  

11))..排排油油栓栓をを外外しし、、古古いいオオイイルルをを排排出出ししまますす。。  

22))..完完全全にに排排出出しし終終わわっっててかからら、、排排油油栓栓をを閉閉めめまますす。。  

33))..新新ししいいオオイイルルををエエンンジジンンのの上上部部ににああるる注注入入口口かからら入入れれまますす。。  

    44))..デディィッッププスステティィッックク((検検油油棒棒))をを抜抜きき取取りりＦＦＵＵＬＬＬＬのの位位置置ままででああるるここととをを確確認認ししてて下下ささいい。。  

      詳詳細細ににつついいててははブブリリググスス＆＆スストトララトトンンエエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみ下下ささいい。。  

((22))  エエンンジジンンオオイイルルのの点点検検  

    ５５－－４４ののエエンンジジンンオオイイルルのの点点検検ととブブリリググスス＆＆スストトララトトンンエエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみ下下ささいい。。  

７７－－２２  ババッッテテリリーーのの点点検検  

危険  

  

  

  

注意  

  

  

ババッッテテリリーーのの点点検検、、そそのの他他詳詳細細ににつついいててははＢＢ＆＆ＳＳエエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみ下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

・ エンジン回転中や、エンジンが熱いときは絶対に注油しないで下さい。守らないと火災や火傷を起

こす恐れがあります。 

・ エンジン停止直後のオイル交換はしないで下さい。守らないと、火傷をする恐れがあります。 

・ バッテリーの点検時・充電時は火気厳禁です。守らないと、引火爆発し火傷を負う恐れがあります。 

・ バッテリー液を身体や服につけないようにして下さい。付着したときは、すぐに水で洗い流して下

さい。守らないと、服が破れたり火傷を負う恐れがあります。 

・ バッテリーの取付は、＋側を先に取り付け、取り外す時は－側から取り外して下さい。守らないと、

ショートして火傷を負う恐れがあります。 
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７７－－３３  燃燃料料フフィィルルタターーのの清清掃掃・・交交換換  

危険  

  

  

詳詳細細ににつついいててはは、、ＢＢ＆＆ＳＳエエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみ下下ささいい。。  

７７－－４４  エエアアククリリーーナナーーのの清清掃掃・・交交換換  

  詳詳細細ににつついいててはは、、ＢＢ＆＆ＳＳエエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書ををおお読読みみ下下ささいい。。  

  

７７－－５５  ググリリーーススアアッッププ  

  次次のの箇箇所所ににググリリーーススアアッッププをを行行っってて下下ささいい。。  

・・  チチェェーーンン、、ススププロロケケッットト  

・・  各各部部ののベベアアリリンンググユユニニッットト  

・・  ペペダダルルのの支支点点  

・・  リリンンククロロッッドドのの支支点点  

                      

７７－－６６  パパイイププ類類のの点点検検  

危険  

  

  

  

７７－－７７  油油圧圧ホホーーススのの点点検検  

警告  

  

  

  

※※  参参考考  ＪＪＩＩＳＳＢＢ８８３３６６４４でではは２２年年以以内内にに交交換換すするる事事をを推推奨奨ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

・ エンジン回転中や、エンジンが熱いときは絶対に清掃・交換しないで下さい。守らないと火災や火

傷を起こす恐れがあります。 

・ 燃料パイプが破損していると、燃料漏れをおこしますので必ず点検して下さい。守らないと、火災

を起こす恐れがあります。 

・ 加圧中のホース、金具にはふれないで下さい。守らないと火傷を負う恐れがあります。 

・ ねじったり引っぱらないで下さい。ホース、金具部付近で、破裂することがあり危険です。 

・ ホースの損傷、補強層の露出等、異常がないか確認して下さい。 



 21 

７７－－８８  電電気気配配線線のの点点検検  

警告  

  

  

電電気気配配線線ココーードドがが、、他他のの部部品品にに接接触触ししてて被覆のはがれや傷、または接触部の緩みがないかを調べて下さい。

傷んでいる場合は、早めに交換・修理して下さい。  

  

７７－－９９  長長期期格格納納時時のの点点検検修修理理  

危険  

  

  

警告  

  

  

  

((11))洗洗浄浄  

泥泥やや芝芝、、油油汚汚れれななどどををききれれいいにに落落ととししてて下下ささいい。。  

((22))オオイイルル交交換換  

  エエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししてて下下ささいい。。交交換換後後エエンンジジンンををかかけけ、、５５分分間間程程度度ななららしし運運転転ををししてて、、各各部部をを動動かか

ししてて下下ささいい。。  

((33))給給油油  

  ググリリーーススアアッッププ部部ななどど各各可可動動部部ににググリリーーススをを給給油油ししてて下下ささいい。。  

((44))燃燃料料系系統統  

  燃燃料料フフィィルルタターーをを洗洗浄浄ししてて下下ささいい。。燃燃料料タタンンククととププレレフフィィルルタターー内内ののガガソソリリンンはは抜抜きき取取っってて下下ささいい。。  

((55))タタイイヤヤのの空空気気圧圧  

  標標準準よよりりやややや高高めめにに設設定定しし、、湿湿気気かからら守守るるたためめにに板板のの上上にに載載せせてて下下ささいい。。  

((77))  ババッッテテリリーー  

  機機体体かからら取取りり外外しし、、充充電電ししててかからら風風通通ししのの良良いい屋屋内内にに保保管管ししてて下下ささいい。。保保管管中中ででももわわずずかかでですすがが、、自自己己

放放電電ししまますすののでで１１～～２２ヶヶ月月ごごととにに補補充充電電ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

・ 電気配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部の緩みがないかを毎日作業

前に点検して下さい。 

・ 燃料を抜く時は、エンジンが十分に冷えきってから行って下さい。守らないと、火災を起こす恐れ

があります。 

・ 格納する時は、バッテリーを外し、キーを抜き取り保管して下さい。守らないと、事故をおこす恐

れがあります。本機を長時間使用しない場合、必ず下記点検、整備を行って下さい。 
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７７－－１１００  定定期期点点検検一一覧覧表表  

  

項項目目  
使使用用時時間間  

そそのの後後のの整整備備  
5500  110000  115500  220000  225500  330000  335500  440000  445500  550000  555500  660000  665500  

ｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝｵｵｲｲﾙﾙ  ◎◎    ◎◎    ◎◎    ◎◎    ◎◎    ◎◎    ◎◎  110000 時時間間ごごとと  

ｴｴｱｱｸｸﾘﾘｰーﾅﾅｰーｴｴﾚﾚﾒﾒﾝﾝﾄﾄ  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△  △△    

燃燃料料ﾌﾌｨｨﾙﾙﾀﾀｰー    △△    △△    △△    △△    △△    △△      

燃燃料料ﾊﾊﾟ゚ｲｲﾌﾌﾟ゚    △△    △△    △△    △△    △△    △△      

ﾊﾊﾞ゙ｯｯﾃﾃﾘﾘｰー液液  始始業業時時ごごととにに点点検検    

各各部部ｸｸﾞ゙ﾘﾘｽｽｱｱｯｯﾌﾌﾟ゚  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○    

油油圧圧ｵｵｲｲﾙﾙ            △△            ○○      

油油圧圧ｽｽﾄﾄﾚﾚｰーﾅﾅｰー  半半年年にに一一回回    

油油圧圧配配線線  始始業業時時ごごととにに点点検検    

電電気気配配線線  始始業業時時ごごととにに点点検検    

      

      

  

◎◎  交交換換      ○○  注注油油      △△  点点検検  

  

７７－－１１１１  仕仕様様  

  

型型式式  ＭＭＴＴＳＳ－－４４００００ＴＴ  

機機体体寸寸法法  

全全長長      ｍｍｍｍ  22,,778800  

全全幅幅      ｍｍｍｍ  11,,665588  

全全高高      ｍｍｍｍ  11,,337700  

重重量量      ｋｋｇｇ  772200  

エエンンジジンン  
型型式式  ババンンガガーードド 338855444477  

出出力力      ｋｋｗｗ((ｐｐｓｓ))  1144..77((2200))//33660000rrppmm  

ホホッッパパーー容容量量      ((ｍｍ33))  00..44  

散散布布幅幅      ｍｍｍｍ  55,,000000～～1100,,000000  

砂砂散散布布装装置置  ツツイインンススピピンン  

走走行行装装置置  HHSSTT トトラランンススミミッッシショョンン  

走走行行速速度度    ((kkmm／／ｈｈ))  00～～1133  
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７７－－１１２２  主主要要交交換換部部品品  

        ＴＴ００６６ススピピナナーー用用ポポンンププ        ＴＴ００４４テテンンシショョンンププーーリリーー  シシンンググルル  

                                                    ＴＴ００５５テテンンシショョンンププーーリリーー  ダダブブルル  

  

  

  ＴＴ００１１走走行行ＶＶベベルルトト  

  

  

  

  

  

  ＴＴ００２２作作業業ＶＶベベルルトト  

  

  

  

ＴＴ００７７ココンンベベアアベベルルトト減減速速機機                      ＴＴ００３３ココンンベベアアベベルルトト駆駆動動ＶＶベベルルトト  

                      ＴＴ００８８ココンンベベアア駆駆動動ＢＢＤＤＵＵ  

  

    

  

                  

  

  

番番号号  名名称称  個個数数  型型式式  

TT0011  走走行行ＶＶベベルルトト  22  SSBB--4433((レレッッドド))  

TT0022  作作業業ＶＶベベルルトト  11  SSBB--2299((ロローーエエッッジジココググ))  

TT0033  ココンンベベアアベベルルトト駆駆動動ＶＶベベルルトト  11  BB--3311((レレッッドド))  

TT0044  テテンンシショョンンププーーリリーー  シシンンググルル  11  ベベアアリリンンググ##66220022LLLLBB  22 個個  

TT0055  テテンンシショョンンププーーリリーー  ダダブブルル  11  ベベアアリリンンググ##66220022LLLLBB  22 個個  

TT0066  ススピピナナーー用用ポポンンププ  11  イイーートトンン PPBB33  

TT0077  ココンンベベアアベベルルトト減減速速機機  11  GGRRTTAA4400--2288LL7755  

TT0088  ココンンベベアア駆駆動動ＢＢＤＤＵＵ油油圧圧トトラランンススミミッッシショョンン  11  BBDDUU--1100SS  

TT0099  アアククセセルルワワイイヤヤ  11    

TT1100  作作業業ククララッッチチワワイイヤヤ  11    

TT1111  ブブレレーーキキワワイイヤヤ  11    
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77--1133 エエンンジジンンのの故故障障等等でで本本機機をを移移動動ささせせたたいい時時はは、、下下記記要要領領でで実実施施ししてて下下ささいい。。  

  

①①  MMCC8811PPBB ミミッッシショョンンにに装装着着のの、、BBDDUU2211LL 油油圧圧ミミッッシショョンン下下部部ののババイイパパススババルルブブにに着着いいてていいるる  

ススナナッッププピピンンをを抜抜きき、、ババイイパパススババルルブブののププラランンジジャャをを手手動動でで押押しし込込んんでで下下ささいい。。そそのの状状態態でで

機機械械ををゆゆっっくくりり押押ししてて移移動動ささせせてて下下ささいい。。  

②②  ババイイパパススババルルブブのの復復帰帰はは、、エエンンジジンンがが回回転転すするるととチチャャーージジ圧圧力力にによよっっててババイイパパススババルルブブがが閉閉

じじまますす。。そそのの後後安安全全のの為為にに必必ずずススナナッッププピピンンをを取取付付けけてて下下ささいい。。  

  

  

MMCC8811ＰＰＢＢ0055 ミミッッシショョンン  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

  

  

  

  

  

  

  ススナナッッププピピンン  

                          ババイイパパススババルルブブ    
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77--1144  スステテアアリリンンググチチェェーーンンのの張張りり調調整整  

警告  

スステテアアリリンンググチチェェーーンンがが伸伸びびたたままままでで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。                            

そそののままままでで走走行行すするるととハハンンドドルルをを取取らられれ、、事事故故ににつつななががりり危危険険でですす。。  

  

調調整整方方法法  

ＭＭ88ナナッットトをを緩緩めめ、、ＭＭ88ＵＵナナッットトをを締締めめ込込みみ調調整整ししまますす。。  

  

  

  

  
  

  

  


